
令和７年度

すくわくプログラム活動報告書

モニカ新中野園

（実施対象：３～５歳児クラス）



テーマ 構成遊び

3歳児と4・5歳児は部屋は別だが、隣同士

で合同で過ごすこともある。それぞれの部

屋にある木製の玩具を組み合わせて様々な

ものを創造している。また、異年齢でそれ

ぞれの発想やイメージを共有したり新たな

発見として取り入れたりする姿が見られて

いる。木製玩具を通して、幼児ならではの

発想から生まれる世界を広げ、更に新たな

発見に出会っていってほしい。また、自然

光や3歳児がクラスで行っている光遊びと

組み合わせて遊ぶ姿も出てきている。光も

構成遊びの中に取り入れて、構成遊びの遊

び方を広げていく。

構成遊びの可能性を知る

「どうなっていく？」
「どんな物語？」「何が見える？」

令和７年１２月～令和８年２月

計３回

３～５歳児クラス・１８名設定理由 対象クラス

活動のねらい

問 い

活動期間

活動回数



活動① カプラに触れ、自由に遊ぶ

構成遊びの環境の一つとして、カプラを取り入れる。初めての玩具のため、まずはカプラだけで遊

び、カプラの遊び方を知っていく。4・5歳児室でグループを作らずに自由にカプラと対話していく。

通常は各クラスにカプラを設置する。

活動内容

3クラス異年齢の3グループに分かれて取り組む。

今ある木製積み木、アクリル積み木などに加え、新たにカプラを用意する。

3グループそれぞれの取組みを継続して、また、大きな構成遊びをゆとりを持って行えるよう、4・5

歳児クラスの一角にスペースを設ける。小さいものを作ったり、積み木などは棚に置く。

環境構成



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成遊び① 

カプラと出会う 

2026.1.14 



活動 ② 様々な玩具を組み合わせ、イメージを具現化していく

様々なものを組み合わせてイメージを具現化するため、子どもと対話をしながら、構成遊びスペー

スで使う木製積み木、アクリル積み木、カプラ、リグノ、人形などを選び準備する。継続して作っ

ていけるように、各グループの場所を確保する。

活動内容

活動 ③ 構成遊びと光を組み合わせる

自然光、スタンドライトの光やトレース台の光を使い、構成遊びの世界を広げていく。

光や影、組み合わせたものの隙間から漏れた光などに気付き、構成遊びの世界、物語を更に広げて

いく。気に入った構成や好きな角度からの写真を自分で撮る。自由に使えるよう棚や床、テーブル

にクリップライト、トレース台を設置する。

活動内容



 
構成遊び② 

  組み合わせ 広がる世界 

2026.1.29 



 

 

光から生まれる物語 
構成遊び③ 

2026.2.25 



全体の振り返りテーマ：構成遊び

3グループに分けたが、一人で取り組みたい子どもやイメージの共有が難しい場面などがあった。無理にグ

ループで取り組むことはせず、それぞれのイメージを大切に進めていった。また、それぞれで作りながらも

同じグループのスペースで作るようにすることで、街つくりのように広がっていく様子も見られた。

他グループの組み合わせ方や玩具の置き方を参考にしたり、他児との対話でイメージや物語が広がっていき、

そこに光が加わることで更に遊び方が変化する姿があった。

今回、カプラと光を取り入れたことで構成遊びの世界が深まっていった。今後も日々のなかで構成遊びを継

続して行える環境を設定し、様々なもの（遊び方、友達との関わり、想像力、創造力）を育んでいきたい。

終

使用物
カプラ｜木製積み木｜アクリル積み木｜トーテム積み木｜リグノ｜カラードミノ

動物フィギュア｜スタンドライト｜クリップライト｜トレース台｜机｜椅子｜iPhone｜iPad
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